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研究成果の概要（和文）： 研究の基礎となる墨書土器研究文献目録は2061点を数え、明治大学のホームページで順次
公開している。データベースは、秋田県*・岩手県*・山形県*、茨城県補遺*・千葉県*、長野県・岐阜県、奈良県（平
城京）*、広島県*・山口県、鹿児島県・宮崎県補遺のデータベースを作成し、ホームページで公開(*は６月公開)。現
在は、約11万点弱を数え、汎日本的な墨書土器研究ができる条件が整備されつつある。また、全国墨書・刻書土器デー
タベース検索（オンライン検索〉」にデータを提供し、ネット上で検索できる。中国の墨書土器（磁器）を集成し、比
較研究が可能となった。地域研究では市川市史編さん事業調査報告書刊行に協力した。

研究成果の概要（英文）：Since very few sources are available for research into the ancient history of 
Japan, artifacts with inscriptions that have been archaeologically excavated are indispensable. We have 
created electronic database of pottery with ink inscriptions discovered in Japan, and published it on the 
homepage of the Meiji University. The database consists of 2061 references of relevant literature as well 
as pottery discovered from the northeastern mainland Japan to Kyushu. In addition, we have for the first 
time published database of pottery with ink inscriptions discovered in Nanjing, China. This will allow 
comparative study of ancient cities in China and in Japan

研究分野： 日本古代史

キーワード： 日本史　考古学　墨書土器　古代史　データベース　出土文字史料

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）文献・文字史料がきわめて少ない日本
古代史の分野では、出土文字史料の木簡・墨
書土器（含刻書土器）・文字瓦などが貴重な
史・資料である。木簡に関しては、独立行政
法人奈良文化財研究所(奈文研)が木簡デー
タベースを公開しているが、墨書土器につい
てはデータベースが存在しなかった。 
 
（2）日本全国の簡易型墨書土器データベー
スは、「釈文・遺跡名・所在・出典」の形式、
関東・九州等の地域を中心とする画像付き詳
細なデータベースは、「遺跡名・所在地・出
土遺構・出土状況・時期・器質・器種・寸法・
記銘部位・記銘方向・字体」を網羅する形式
で、墨書土器研究文献目録とともに、明治大
学・古代学研究所のホームページで公開して
きた（http://www.kisc.meiji.ac.jp/~meiko
dai/）。しかし、膨大な作業が必要なため、
全国を網羅する詳細な墨書土器データベー
スの構築は、まだ形成途上であった。 
 
（3）墨書土器データベースの公開は、すで
に『史学雑誌』(史学会)や『日本歴史』（日
本歴史学会）をはじめとする古代史学界で高
く評価され、日本古代史研究に欠かせないデ
ータベースとして存在感を高め、全国的な詳
細なデータベースの完成が求められていた。 
 
２．研究の目的 
（1）日本古代史では、研究史料となる文献
史料がきわめて少なく、考古学の発掘調査で
出土する木簡･墨書土器（刻書土器を含む）・
文字瓦などの出土文字史料が重要な史料で
ある。出土文字史料群として最多の木簡は数
十万点とされ、奈良文化財研究所により木簡
データベースとしてネット上で公開されて
いる。木簡につぐ数の墨書土器については、
本研究代表者が明治大学の古代学研究所の
ホームページで、検索機能も付加して公開し、
古代史研究に寄与してきた。日本国内におけ
る詳細な画像情報付きの墨書土器（刻書土器
を含む）データベースを完成・公開すること
は、古代史研究を発展させるために喫緊の課
題である。しかも、全国版は我々の研究しか
ない。 
 
（2）毎年、出土数が増加する墨書土器デー
タベースを拡充させることも重要であり、文
字史料の少ない古代史では必要不可欠な研
究である。これまで一部の県・市などの行政
単位で県・市史の編纂事業として作成されて
いるが、県・市史の刊行後は終了するのが現
状である。そのため、本データベースの集成
作業は継続する必要がある。 
 
（3）日本の墨書土器を、東アジアの視点か
ら研究する。特に韓国・中国から出土する墨
書土器の研究は、ほとんど進んでいない。日
本だけでなく、韓国・中国を含めた墨書土器

研究に発展させることは、同じ漢字文化圏の
研究として重要である。まず両国の研究状況
を掌握して、部分的にも集成作業を開始する。
現在の知見では、日本の墨書土器は中国南朝
と百済の影響が多いと思われるが、現地の研
究者の協力を得て、共同研究に発展させてい
くことを視野に入れている。 
 
３．研究の方法 
（1）歴史学や史料学においては、史料群の
データベースの構築自体が重要な研究であ
る。墨書土器（刻書土器を含む）に関係する
報告書・概報・地方史誌などの資料・文献の
調査を行い、必要な報告書等を購入するとと
もに、現地の博物館・埋蔵文化財センターに
出張して、各種文献の複写などにより基礎的
な資料収集を行う。連携研究者と研究協力者
の支援をえて、各地域の出土文字史料を収集
し、日本全国の墨書土器研究文献目録の作成
とデータベースを構築する。 
 
（2）墨書土器データベースの構築は、各都
道府県単位（旧国制も配慮する）に関係文献
を収集し、関係データを集成する。墨書土器
は、主に考古学の発掘調査によって出土する。
そのため、この作業には、地域において墨書
土器等の出土文字史料に詳しい研究者・発掘
担当者らと連携し、墨書土器関係の文献調査、
とりわけ発掘調査報告等の文献調査を徹底
する必要がある。 
 
（3）墨書土器の基礎的情報のデータ（釈読
文・実測図、遺跡名・所在地・出土遺構・出
土状況・時期・器質・器種・寸法・記銘部位・
記銘方向・字体）を収集する。作業としては、
各地の墨書土器関係の情報（報告書・概報・
地方史誌等）を収集して予め設定した必要項
目ごとに表形式のデータを入力していき、電
子媒体化してホームページで公開する。釈読
文の参考と研究進展のため、可能な限り墨書
土器のトレース図・写真画像も併載する。 
 
（4）墨書土器の歴史的意味を解明するため、
出土文字史料が豊富な下総国府・国分寺地域
（千葉県市川市）を対象に、地域研究を実施
する。さらに、日本の墨書土器の特徴と独自
性を究明するために、韓国・中国出土の墨書
土器と比較研究を行い、データベース作成の
ための準備作業とする。 
 
４．研究成果 
（1）データベースの公開は、すでに『史学
雑誌』(史学会)や『日本歴史』（日本歴史学
会）をはじめとする古代史学界で高く評価さ
れてきた。近年では、日本古代史研究の基本
的ツールとして、本データベースは位置づけ
られ、墨書土器の調査・研究では本データベ
ースを利用することが重要と認識されてき
た。また、学術論文にも記述されることが多
くなってきた。これまでのデータベースの補



訂・拡充を行うことができたが、まだ部分的
である。墨書土器研究文献目録は、2061 点を
数えるようになり、明治大学のホームページ
で順次公開している。 
 
（2）日本国内では、秋田県*・岩手県*・山
形県*の東北地方、茨城県補遺*・千葉県*の
関東地方、長野県・岐阜県の中部地方、奈良
県（平城京）*の近畿地方、広島県*・山口県
の中国地方、鹿児島県と宮崎県補遺のデータ
ベースを作成し、明治大学・古代学研究所の
ホームページで公開ないし公開準備作業を
行った(*は６月公開)。このほか、愛知県（約
2000 件）・三重県（約 1800 件）を継続して作
業中である。この結果、完成したデータベー
スにより、全体として平城宮・京と全国の主
要地域の比較研究が可能となり、汎日本的な
墨書土器研究ができる条件が整備されつつ
ある。ただし、恒常的に墨書土器の出土が増
えているので、補充・拡充も新たな研究課題
となっている。 
 
（3）データベースの公開以外に、「全国墨
書・刻書土器データベース検索（オンライン
検索〈試行版〉」にデータを提供し、インタ
ーネット上で検索できるシステムを公開し
ている。 
 
（4）調査を実施した中国南京市の六朝建康
城遺跡の墨書土器について、調査担当者の王
志高氏による論文「六朝建康城出土の墨書磁
器の整理と分析」（『古代学研究所紀要』18）
というかたちで公表した。中国の墨書土器
（磁器）が、集成されたのははじめてで、約
110 点にのぼる。これによって、日中の都城
における墨書土器の比較研究が可能となっ
た。また、ベトナムのハノイ（旧安南都護府
所在地）のタンロン城遺跡から、中世の墨書
土器（陶器）が出土していることが判明した。
日本・韓国・中国のみならずベトナムを含む
墨書土器調査の重要性を確認した。現在、現
地の研究者の協力で、中国・韓国扶余地域の
文字史料研究の報告を準備中である。 
 
（5）地域研究については、市川市史編さん
事業調査報告書『下総国戸籍』の「釈文編・
解説編」と「遺跡編」の刊行に、連携研究者
を含めて協力した。 
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